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「鶴見川防災情報連続講座」を横浜市鶴見区 豊岡地区連合会の方を対象に開催しました。 
 本講座は全３回の講座で、第１回は河川防災情報の利用や入手方法を体験、第２回ではまちあるきをおこない地域の把握を
し、第３回ではこれまでの講座を踏まえて洪水の場面を想定した机上訓練を実施しました。机上訓練では皆さん地域の状況を考
えながら熱心に意見を出し合っていました。 

日  時：第１回 平成３０年６月２９日（金） １９：００～２１：００ 
第２回 平成３０年７月 ８日（日） １０：００～１２：３０ 
第３回 平成３０年７月１２日（木） １９：００～２１：００ 

場  所：鶴見区 佃野町内会館 
参加者：鶴見区 豊岡地区連合会(第１回)２５名、(第２回)２８名、(第３回)２６名 

【参加者の声】 
・テレビでｄボタンは使っていたが、気象情報や防災情報が見られるのは今回初めて知った。家族にも教えたい。 
・西日本の災害がニュースで騒がれている時にこの講座があり非常にタイミングが良かった。もしも西日本のような

ことがこの地域で起きたら…と我が身に置き換えて色々考えることができたので大変ためになった。 
・西日本の災害を見ても、絶対に『大丈夫』ということはないと考えさせられている。普段から『もしも災害が起き

た時に』と備えておくことが重要だと感じた。 
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「平成３０年７月豪雨」は、西日本を中心に広い範囲で記録的な大雨となり、全国各地で甚大な被害が発生しまし

た。国土交通省では被災地の早期復旧等に対する技術的な支援を行うために、全国から TEC-FORCE（緊急災害対

策派遣隊）を派遣しました。 

京浜河川事務所からは、７月の派遣に続き、８月８日～８月１４日まで中国地方整備局に職員を派遣しました。 

１．派遣期間： ８月８日（水）～８月１４日（火） 

２．派 遣 先： 広島県呉市天応町 

３．派 遣 隊： 高度技術指導班（京浜河川事務所からは 3名派遣） 

４．任   務： 応急復旧工事現場での助言等 



皆様からのご報告 
お待ちしています！ 

RCM 事務局より
気象庁ホームページによりますと、平年の台風発生数は年間で 25.6、8 月までで 13.6 となっています。今年は 8月 28 日現在ですでに 21の台風が

発生していますので、平年に比べて台風の発生数が多い傾向にあるようです。これからも台風や秋雨前線による降雨などが予想されますので、天気

予報に注意しながら気を緩めずに雨に対応しましょう。 RCM 事務局 松本

一部内容を省略させていただいています。 
ご了承ください。 

相模川分科会 三枝様 
（一社）寒川総合スポーツクラブ主催 
カヌー教室にて、スタート場である田端 
スポーツ公園内親水広場（左岸）では、 
手長エビの大型サイズはしばらく確認 
できなかったのですが、この日は数多く 
確認することができました。 
塩の影響かもしれません。（干潮時に確認 
できました）。 

【ご報告ありがとうございました。カヌー教室 
に参加された皆さんのお顔が大変楽しそうで 
す。相模川を楽しまれていますね。】 
※このほかにも 2 件ご報告をいただいており 
ます。カヌー教室の活動状況は Facebook 
「寒川 de カヌー」ページでご覧になれます。 

浅川分科会 林様 
 浅川左岸の浅川大橋北詰（八王子郵便局前）の水路に草と
小木が生い茂り、水路の中にはゴミまで落ちています。ここ以
外はきれいに整備されています。 
この水路は後から作ったもので、なかった時代は毎回ここから
上流部の家は床上浸水していた場所です。この後出水があれ
ば昔の様になると近隣住民の方が心配して来られました。 

【ご報告ありがとうございました。担当の多摩出張所では現地
の雑草の繁茂は把握しており、７月末までに作業を実施する
予定でした。（7 月 27 日実施済）】 ※頂いた情報は個別に対応・所内情報共有させていただいています。

第１０期リバーシビックマネージャーの皆様には、既にご案内を 

お送りしていますが、平成３０年度第 1回目の分科会を８月から 

9 月にかけて開催します。 

河川のモニタリング等、貴重な情報をお寄せいただいているＲ 

ＣＭのメンバーと河川管理者の意見交換の場を設けることにより、 

ＲＣＭからの活動報告・情報提供、河川管理者側からの情報提供、

これらを通じ河川管理上の問題点等を河川管理者・ＲＣＭ双方で 

考える場としたいと考えています。是非ご参加下さい。 

分 科 会 名 担当出張所 予 定 会 場 開 催 日
鶴見川下流 鶴 見
鶴見川上流 新 横 浜
多摩川下流 田 園 調 布 出張所会議室 9月5日
多摩川中流 多 摩
多摩川上流 多摩川上流
相 模 川 相 模 馬入水辺の楽校会議室 8月30日
浅 川 多 摩 日野市平山交流センター 9月12日

流域センター会議室
（合同）

二ヶ領せせらぎ館
（合同）

9月28日

9月26日

相模川分科会 中谷様 
 RCM の活動として相模川河川敷を巡回中、平塚市の管理す
る花壇の中を乗用車が暴走しているのを目撃しました。こう
いった行為が続くことは、河川・相模湾への影響を考えると、
大変恐ろしく住民は不安になります。せっかく護岸・築堤工事
を進めているのに、違法で危険な行為は放置も許されませ
ん。 

【ご報告ありがとうございました。車両の乗り入れ対策につきま
しては、現在堤防に沿って散策路を整備する工事を行ってお
り、その工事の中で、既設の車止めの改良（2 箇所）と新設（1
箇所）を行います。 
また、中間（グラウンド南端部）から下流には、散策路川側の
路側に等間隔にポストコーンを設置し、散策路への乗り入れ
防止対策を施します。】 


